
開発

目
標: 

革
新
的
が
ん
医
療
科
学
技
術
の
確
立

第３次対がん総合戦略研究 （厚） （ **に同じ）

粒子線がん治療に係る人材育成プログラム（文） ０．４億円 （新規）

早
期
診
断
法
の
向
上

革
新
的
治
療
・
標
準

治
療
の
確
立

均
て
ん
化
の
実
現

戦略重点科学技術該当施策

戦略重点科学技術：標的治療等の革新的がん医療科学技術 【予算総額：８８億円（８０億円】

がんのトランスレーショナルリサーチの推進がんのトランスレーショナルリサーチの推進

第
３
次
対
が
ん
総
合
戦
略
研
究

（
厚
）
（**

に
同
じ
）

ゲ
ノ
ム
創
薬
加
速
化
支
援
バ
イ
オ
基
盤
技
術
開
発
（
経
）
（
再
掲
）

【
参
考
施
策
】
研
究
者
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
研
究

（
特
定
研
究
が
ん
（
文
）
等
）

新
予
防
法
の
確
立

基礎・基盤 臨床

基礎・基盤研究基礎・基盤研究 革新的ながん治療法等の開発に向けた研究の推進 （文）７億円（９億円）＊

第３次対がん総合戦略研究 （厚）６２億円 （５５億円）＊＊

橋渡し研究支援推進プログラム（文）（再掲）

基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発（経） （再掲）

施策名及び担当省： （文）文部科学省、 （厚）厚生労働省、 （経）経済産業省

第３次対がん総合戦略研究 （厚） （ **に同じ）

分子イメージング研究プログラム （文） （再掲）

第３次対がん総合戦略研究 （厚）（ **に同じ）

予防法の開発予防法の開発

革新的ながん治療法等の開発に向けた研究の推進（文） （ *に同じ）

第３次対がん総合戦略研究 （厚） （ **に同じ）

重粒子線がん治療研究（文） １２億円 （１６億円）

インテリジェント手術機器研究開発プロジェクト（経）７億円（新規）

治療薬・治療機器の開発治療薬・治療機器の開発

診断薬・診断機器の開発診断薬・診断機器の開発

医療情報システム等
の構築及び人材育成

標準治療標準治療
確立のため確立のため
の臨床研究の臨床研究

第３次対がん
総合戦略研究

（厚）
（ **に同じ）

５



国民の食の安全・信頼を確保する技術の開発

戦略重点科学技術：新興・再興感染症克服科学技術 【予算総額：８６億円（78億円）】

新
興
・
再
興
感
染
症
に
対
す
る
、
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
貢
献

実用化・応用段階基礎段階
成果の受け渡し

目標

感染症分野の人材養成

・発病・伝播防止技術、簡易・迅速診断技術の
開発

感染症対応技術の開発

・食品の安全に資する技術開発

・食品における効果的なリスクコミュニケーション手
法の開発

・透明性・信頼性の高いリスク評価システムの
開発

研究拠点ネットワークの強化・拡充

●
病
原
体
や
発
症
機
序
の

解
明
な
ど
の
基
礎
研
究

●
我
が
国
及
び
ア
ジ
ア
地
域
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
高
い
、
新
興
・
再
興

感
染
症
、
動
物
由
来
感
染
症
の
予
防
・
診
断
・
治
療
の
研
究

新興・再興感染症研究拠点形成プログラ
ム（文）（**に同じ）

食の安心・安全確保推進研究

（厚） （再掲）

・予防（ワクチン）・診断・治療法の開発

は戦略重点科学技術「国際競争力を向上させる安全な食料の生産・
供給科学技術」に該当する関連施策

・サーベイランスシステム等の整備と強化

●
我
が
国
及
び
ア
ジ
ア
地

域
の
拠
点
の
充
実
及
び

人
材
養
成

食品健康影響評価技術研究

（食） （再掲）

リ
ス
ク
分
析
に
資
す
る

研
究
開
発

科学的知見を反映させた感染症対
策の実施

・感染症における効果的なリスクコミュニケー
ション手法の開発

拠点における感染症情報の収集・解析

・海外研究拠点を中心とした感染症対応技術
に資する基盤研究

新興・再興感染症研究拠点形成プログラム**
（文） ２８億円（24億円）

エイズ・肝炎・新興再興感染症研究*

（厚）５９億円（54億円）

感染症拠点の充実

牛海綿状脳症(BSE)及び人獣共通感染
症の制圧のための技術開発

（農） （再掲）

エイズ・肝炎・新興再興感染症研究
（厚）（*に同じ）

施策名及び担当府省： （食）食品安全委員会、 （文）文部科学省、（厚）厚

生労働省、 （農）農林水産省 ６



戦略重点科学技術：世界最高水準のライフサイエンス基盤整備

分子研究

ﾃﾞｰﾀ発生

DB作成、
維持

① 統合的なデータベースの整備 【３７億円 （２０億円）】

農林水産
生物

組織・細胞

器官･個体

創薬

疾患ゲノム

DB(GeMDBJ)

創薬基盤総合研究
・疾患関連たんぱく質
解析研究

・トキシコゲノミクス研究
等

厚生労働省

目標：世界最高水準のライフサイエンスデータベースの構築

デ
ー
タ
の
統
合
利
用
・公
開
・提
供

農業生物
資源研究所

JBiC
JSCC､
NITE他

経済産業省

糖鎖活用技術開発PJ
（再掲）

機能性 RNAPJ（再
掲）

データベースデータベースの統合化の統合化戦略の策定戦略の策定

文部科学省 統合データベースPJ
（文部科学省のプロジェクトや大学等で

つくられたデータベースの
統合的活用システムの整備）

【１６億円 （３億円）】

：戦略重点科学技術該当施策

ナショナル
バイオリソー

スPJ

（再掲）

農林水産生物ゲノム情報
統合データベースＰＪ
【７億円 （３億円）】

ゲノム
ネット
ワーク

PJ

（再掲）

農林水産省

ｹﾞﾉﾑ創薬加速化支援ﾊﾞｲｵ基
盤技術開発PJ(再掲）

連携施策群補完課題
「生命科学データベースデータベース統合に関する調査研究」

文部科学省

・イネゲノムPJ

・昆虫ゲノムPJ

・動物ゲノムPJ

医薬基盤研
国立遺伝研

生命情報・DDBJ
研究センター

DB
（DDBJ） 農林水産生物

ゲノムDB

H-inv
DB

PJ: プロジェクト

バイオインフォ
マティクス

推進センター

【１４億円
（１４億円）】

７



微生物 細胞 植物 動物

Ｚ

環
境

目標：研究開発の動向やリソースの質と量の科学的評価を踏まえた、生物遺伝資源等の保全・確保・利用

遺伝子

基
礎
・

基
盤

産
業
応
用

医
療

経済産業省
・ 製品評価技術基盤機構
（提供可能なアジアの微生物等 産業有用微生物）

文部科学省

【参考】環境省
・ 国立環境研究所（微生物保存株、侵入生物等）

創薬基盤推進研究（生物資源研究） 【３億円 （新規）】

生
物
遺
伝
資
源
と
情
報
の
公
開
・
提
供
・
共
有

中
核
的
機
関
連
絡
会
、
遺
伝
資
源
委
員
会
、

生
物
遺
伝
資
源
等
知
的
基
盤
関
係
府
省
連
絡
会

等

ユ
ー
ザ
ー【参考】財務省

・ 酒類総合研究所(麹菌、酵母等)

府
省
間
連
携

府
省
間
連
携

海外

連携

農林水産省
・ 農業生物資源研究所（作物、家畜、農業昆虫、農業微生物等）
・ 林木育種センター（林木遺伝資源）
・ 水産総合研究センター（水生生物等）

厚生労働省
・ 医薬基盤研究所/ヒューマンサイエンス振興財団

（ヒト組織・培養細胞、薬用植物、疾患モデル動物（霊長類等）等）

ナショナルバイオリソースプロジェクト （実験動物、実験植物、実験微生物、ヒトES細胞等）

理研 バイオリソース事業（マウス、シロイヌナズナ、動物培養細胞等） 【１７億円 （16億円）】

・ 大学、研究機関

：戦略重点科学技術
該当施策

【１８億円 （新規）】

戦略重点科学技術：世界最高水準のライフサイエンス基盤整備
②バイオリソース 【３８億円 （１６億円）】

８




